
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 ～一年間のご支援ありがとうございました～ 
令和元年度の千田小学校の教育活動がまもなく終了します。今年度も、地域・保護者の皆様から

惜しみないご支援をいただいてまいりました。お陰様で子どもたちは、様々な挑戦を楽しみながら、

心身共に「事故なく けがなく 病気なく」過ごすことができました。千田中学校区は、地域・保

護者の皆様から、しっかりと子どもたちに向き合っていただいているおかげで、安定した環境の中

で子どもたちが学び、成長することができています。その基盤の上に、教職員は、「花と太陽と風の

ある千田小学校」を合い言葉に、「知育・徳育・体育」の充実に一年間取り組んでまいりました。各

種行事や学習、体験活動等には多くの皆様からご参加いただきました。生活科や「総合的な学習」

では、地域の施設等でお世話になりました。そして、後援会をはじめ、町内会長、民生委員の皆様

他、地域、育友会の皆様からも、子どもたちにたくさんのご支援をいただきました。誠にありがと

うございました。特にスキースタッフの皆様には、記録的な少雪の冬、実技の指導だけでなく、遠

方の会場までの移動や用具の運搬までご支援いただきました。おかげさまでスキーの学習、大会参

加等、途切れることなく来シーズンにつなげていくことができました。心から感謝申し上げます。 

また、田井小粟田駐在所長様、小粟田長寿会の皆様他、地域の皆様の「“（〇〇し）ながら”パト

ロール」など、毎日の子どもたちの見守り、ありがとうございました。日々のお取組に、心から感

謝申し上げます。 
 

 ～突然の休校措置…～ 
  ３月４日（水）から感染症拡大予防のための休校措置をとります。突然のことですが、パンデ

ミック（人から人への爆発的で急激な感染拡大）を防ぐための国家的措置です。子どもたちにも「外

出しないように努める」という我慢をしてもらわなければなりません。 

 しかし、新型コロナウィルスの蔓延が心配されている一方で、この冬のインフルエンザの罹患者

数は累計で約７００万人。なんと、昨冬より４００万人以上も減っているのです（厚生労働省のホ

ームページ上の資料から）。きっと、新型コロナウィルス感染を防ぐために、手洗いや咳エチケット

の徹底が、例年になく国民一人一人のレベルで丁寧にされているからこその大幅な減少なのだと思

います。新型コロナウィルスに対しても同じことです。「感染拡大を防ぐために、自分がやれること

を精いっぱいやる」ことの学習の場として生かしていきましょう。そして、４月７日（火）の令和

２年度始業式には、元気な千田っ子が勢ぞろいするのを待っています。 （校長  目黒 栄一） 
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〔新しい学習指導要領 外国語・外国語活動のポイント〕 （外国語・外国語活動主任 松本茂行） 

１ 新設の目的 
  平成２３年度の学習指導要領改訂で５，６年生の外国語（英語）活動が導入されました。その

積み上げの上に、今回の学習指導要領改訂で、３，４年生の外国語（英語）活動、５，６年生の
外国語（英語）科が必修のものとして新設されました。その目的はおおむね次の３点です。 

  ① 国際化が進展する中で外国語によるコミュニケーション能力が生涯にわたるさまざまな場
面で必要になることに対応する。 

  ② 他国の言語や文化に対する理解を深め、積極的に外国語を通じてコミュニケーションを図っ
たり、情報や考えを伝えたりする力を身に付ける。 

  ③ 今まで小学校で「聞く」「話す」を中心に外国語（英語）を学んできた成果を、「読む」「書
く」学習を加えて、中学校での学習に円滑に、総合的につないでいく必要がある。 

２ 小学校で学習すること 
 ◇ ３，４年生 

    ５，６年生や中学校への円滑な接続を重視して自分のことや身の回りの物（服や持ち物）
を表す語句などの簡単な語句を聞き取ることや、自分の好きな色や食べ物などの基本的な表
現で伝えることをとおして、外国語への興味や関心を引き出していきます。 

 ◇ ５，６年生 

    日本語と外国語の音声や文字、表現や文章の仕組みなどの違いに気付き、実際のコミュニ
ケーションの場で使うことができる、基本的な表現（話す、書く）の仕方を身に付けるよう
にして、中学校での学習につなげていくことを目指します。 

 


